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INTERVIEW

産総研の広報では、新しい研究成果が出た際に、マスコミへのプレスリリース・取材対応、常

設展示施設の企画運営、ＷebやSNS・動画での発信、科学イベントへの出展など様々な活

動を通して技術を社会へ伝えています。その中で私が担当しているのが出版物の制作

で、産総研の研究分野を紹介する総合パンフレットの編集などを行っています。難解な

研究内容や専門用語を誰にでも分かりやすい表現に直しつつも、日本を代表する公

的機関として研究内容の正確性を損なわないよう心がけています。研究者にはな

い観点での表現やレイアウトに工夫を凝らし、出来上がった誌面を見た研究者

から感謝されたときは非常にうれしいですね。今後も内容だけでなく、イベン

トなどでも配布しやすい簡易版パンフレットの制作などにより、研究者の情

報発信を促す企画をしたいと思っています。こうした広報活動を通して、産

総研の知名度を今以上に高めることが目標。それが結果として、産総研

の研究成果と日本の科学技術の発展への貢献に繋がっていますから。

研究の世界と社会の「通訳」を務める。

産総研の中で生まれる先端技術を民間企業などでより活用してもらうことが、技術マーケティ

ング室の役割です。企業のニーズに対して、最適な技術シーズを売り込んでいくいわば“営

業”のような仕事ともいえますね。ただ、単に企業と研究のマッチングを行うだけでなく、時

にはニーズに沿って研究内容をより最適化させるため、研究者に提案をするコーディ

ネーターのような役割も求められます。それ以外にも産総研の営業活動を活性化させ

るためのイベントや、産総研の技術をより輩出するための仕組み作りといった企画

立案ができることも面白みにつながっています。先日も農業に関する研究テーマ

のコンサルティングに関わったかと思えば、金融機関と技術の事業化を行う協定

にも携わりました。また連携先も日本を代表するような大企業から地域を支え

る中小企業まであります。研究所は民間企業とスピード感やカルチャーが違

うので実際連携に至るまで一筋縄ではいきませんが、実際にお互いが協力

していい成果が出ると、とても達成感を覚えますね。

子育て支援は、制度以上に周囲の理解
が重要。その点、産総研は皆がフォ
ローをしてくれるので、ママになって
も働きやすい職場です。

>育児との両立も可能な職場

社内制度を利用して、フランスに1年半留
学。財務や経営戦略、組織論などを学
び、業務に活かしています。

外部連携を幅広く展開する産総研
で、国、自治体、大学、民間企業などの
外部機関との連携の接点となる部署
です。契約業務や、連携を促進するた
めの制度の立案、外部に出向き新規
案件を開拓する業務まで幅広くあり
ます。

>産学官・国際連携

外部機関との連携を推進
技術を社会へ届けるため、産総研の
活動をステークホルダーにわかりや
すく・正しく伝えます。マスコミ対応
やWEBサイト、展示施設運営、イベ
ント企画など様々なツールを通して
産総研をPRします。

>広報

研究成果を多くの人に届ける
研究者が生み出した研究成果の特
許出願や管理のほか、民間企業と
の知財交渉を行います。また知財戦
略の立案や知財制度の設計も行い
ます。

>知的財産管理

成果の活用のための知財戦略

担当の研究ユニットに対し、研究現
場の最も近くで予算管理から安全管
理、広報活動、人事などあらゆること
をサポートする、研究者にとってなく
てはならない存在です。

>研究ユニット支援

研究者に必要な全てをサポート
経営層とやり取りしながら研究所全
体の経営方針・組織体制の企画立案
と、大規模な産総研を横断する各種
業務の総合的な調整を行います。調
整業務には外部機関も含め、あらゆ
る部署との連携が求められます。

皆さんの悩みを親身になって聞いてくれたり、アドバイス
をくれる先輩たちがいます。

配属先の先輩が責任を持って指導・育成をします。

>経営企画

組織の戦略を企画・運営する
研究現場では、高性能な設備や特殊
な薬品など、高度な施設・環境の整備
が求められます。施設・安全・情報イ
ンフラなど様々な面から研究者によ
りよい研究環境を提供します。

>施設・安全管理

日本最大の研究所のインフラ整備
人事や労務、予算管理や調達、所内
規程の整備など、組織を動かす核と
なる「人」「モノ」「お金」の管理や
「ルール」づくりを担う産総研の基盤
部署です。

>総務

組織が動く基盤をつくる

>フランス留学で学んだチームワーク

研究者が成果を生み出しやすい環

境や制度を整備する「研究者を支え

る」仕事と、研究所内に留まらず外部

と連携したり、研究成果を発信する

「技術を社会へ送り出す」仕事があ

ります。

入所時研修

メンター・メンティ制度 OJTプログラム制度

エキスパート研修地域センター研修 若手職員研修

入所時研修

入所時フォローアップ研修

半年 2年目 3～5年目

産総研職員心得の習得～
社会の中で社会のために

産総研職員心得の習得～
組織への貢献

地域センターの役割と
現場を学ぶ

持続的自己開発に向けて ・ 成果活用人材育成研修
・ 総務研修（財務会計、人事）
・ 広報研修
・ スキルアップ・自己研修
・ 外部研修
・ 派遣研修（海外）
・ 外国語学校及び
　資格取得講座補助制度
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杉山 智徳
イノベーション推進本部　技術マーケティング室
2005年度入所（文学部卒）

仲 さやか
企画本部　広報サービス室　出版グループ
2008年度入所（工学部・大学院卒）

企業のニーズと、研究シーズを結びつける。


